
 

 

 

 

 

 

校長 堀田 直樹 

25 日（土）午前中の天気予報は曇りでしたが、前日からの雨が降り続き延期。翌 26 日（日）は天気予報ど

おり雨。子供たち、そして保護者・地域の皆様が楽しみにしていたスポーツフェスティバルを実施することが

できず、心待ちにしていた子供たちの気勢がそがれないか心配しておりましたが、順延日の 28 日（火）はスポ

フェス日和の秋晴れとなり、平日にもかかわらず多くのご来賓、保護者、地域の皆様にお越しいただき、5 年

ぶりに全校児童・保護者・地域の皆様が一堂に会して開催することができました。子供たちのボルテージも上

がって、団体競技や表現運動に全力で取り組み、素晴らしい力を発揮しました。 

今年度から応援団が復活して、赤組と白組で優勝を競い合う団体競技では、まさに今年度のスローガン「心

を燃やし全力でがんばろう」を全校児童が体現しており、一堂に会しての応援は気迫がみなぎっていました。 

表現種目では、曲が始まると息をぴったりと合わせながら全身を使って伸び伸びと演技をし、低学年の子供

たちはにこやかに元気いっぱいに、高学年の子供たちは練習で磨き上げた技能を披露するなど、これまでの学

習の成果を存分に発揮し、一人一人の素敵な笑顔や真剣な表情を目の当たりにすることができました。そして、

演技を終えた瞬間の表情は、達成感や満足感に満ちあふれ、見る者に深い感動を与えてくれました。 

保護者・地域の皆様には、子供たちの演技や競技等への心温まる励ましのご声援をいただき、誠にありがと

うございました。皆様が一体となって応援してくださっていることを実感し、大変嬉しく思いました。また、

ボランティアとしてご支援くださった保護者の皆様には、心より御礼申し上げます。 

さて、11 月 15 日（土）は「道徳授業地区公開講座」を開催いたします。 

人は誰しも皆、完璧ではありません。それぞれ、どこかにひびが入っている壺なのかもしれません。この話

の水汲み人のようにひびを責めるのではなく、人の喜びのために生かす方法を考え、ひび割れ壺が人知れず活

躍できる場や認められる機会をそっと提供しました。 

子育ても同じで、子供のひびをあげつらうのではなく個性として受け止めて、人の役に立つ、人の喜びにつ

ながる道は何かを考え、種をまき、大輪の花を咲かせるように導いていくことが大切ではないかと考えます。 

 それには、私たち大人も子供のひびに気付き、そこから学んでいくことがあるように思います。「道徳授業地

区公開講座」にお越しいただき、いつ、どこに、どのように種をまいたらよいのか、一緒に考えてみませんか？ 
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インドのある水汲み人は、二つの壺をもっていました。天秤棒の両端に、それぞれの壺をさげ、首の後ろで肩にかついで彼は水を運び

ます。壺のひとつには、ひびが入っています。もうひとつの完璧な壺が、小川からご主人様の家まで、一滴の水もこぼさないのに、ひび割

れ壺は、水汲み人が水をいっぱい入れてくれても、ご主人様の家に着くころには半分になっているのです。 

完璧な壺は、いつも自分を誇りに思っていました。なぜなら、彼がつくられたその本来の目的をいつも達成することができたから。ひび

割れ壺は、いつも自分を恥じていました。なぜなら、彼がつくられたその本来の目的を半分しか達成することが、できなかったから。 

二年が過ぎ、すっかり惨めになっていたひび割れ壺は、ある日、川のほとりで水汲み人に話しかけました。「私は、自分が恥ずかしい。

あなたにすまないと思っている」水汲み人は、たずねました。「なぜ、そんな風に思うの？なにを恥じてるの？」と。「この二年間、私はこの

ひびのせいで、あなたのご主人様の家まで半分の水しか運べなかった。水が漏れてしまうから、あなたがどんなに努力をしても、その努力

が報われることがない。私は、それがつらいんだ」と壺は言いました。水汲み人は、ひび割れ壺を気の毒に思い、そして言いました。「これ

からご主人様の家に帰る途中、道端に咲いている綺麗な花を見てごらん」 

天秤棒にぶらさげられて丘を登っていくとき、ひび割れ壺は、おひさまに照らされて、美しく咲き誇る道端の花に気づきました。花は本当

に美しく、壺はちょっと元気になった気がしましたが、ご主人様の家に着くころには、また水を半分もらしてしまった自分を恥じて水汲み人に

謝りました。すると、彼は言ったのです。「道端の花に気づいたかい？花が君の側にしか咲いていないのに気づいたかい？ぼくは、君か

らこぼれ落ちる水に気づいて、君が通る側に花の種をまいたんだ。そして、君は毎日、ぼくたちが小川から帰る途中、水をまいてくれた。 

この二年間、ぼくはご主人様の食卓に花を欠かしたことがない」 「きみが、あるがままのきみじゃなかったら、ご主人様は、この美しさで家を

飾ることは、できなかったんだよ」  

『ひび割れ壺』（インドに古くから伝わる民話） 訳 菅原裕子 



令和７年度スポーツフェスティバル 
体育的行事委員会 

天候不良による順延で平日開催になったにもかかわらず、たくさんのご声援をいただきました。ありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

 

 

1 年生の元気いっぱいの挨拶から始まりました。昨年度に引き続き、令和 7年度も赤組・白組の同点

優勝でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

  

学校公開・道徳地区公開講座について 

教務部 

 １１月１５日（土）に道徳地区公開講座を行います。道徳授業及び講演会への多くの皆様のご参加をお

待ちしております。（時間等の詳細は、スクリレの案内をご覧ください。） 

＜講師プロフィール＞：ピン芸人かけるさん 

 ２０１２年よしもとクリエイティブ・エージェンシーから芸人としてデビュー。数々の舞台やテレビ、お芝居に出演し、

大会でも優勝経験多数。東京へ進出後、落語家やテレビの放送作家、塾の先生を経て現在は笑い教育家として活動中です。

「面白がれる人」を増やすために、年間１００校ほど学校を回り「あなたはすでに面白い」と伝え続けています。 

 当日は、「あなたも落語のキャラクター」という内容で、落語を通して講演します。 

体育学習の上着について 
体育的行事委員会 

風が冷たい季節になってきました。体育用の上着をご用意いただく場合には、安全のためフード

やファスナーがないシンプルなもの(トレーナー等脱ぎ着しやすいもの)を用意し、体育の時間専用

の上着を体育袋の中に入れておくようにしてください。また、安全上の理由から、タイツ・レギンス

等を履いたまま体育には参加できませんので、替えの靴下を持たせてください。持ち物には必ず記

名をしてください。ご協力をお願いいたします。 

 

 

保護者会について 

教務部 

下記の日程で保護者会を開催いたします。詳細につきましては、後日改めて配付する通知にてご確認く

ださい。ご多用の折とは存じますが、皆様のご出席をお待ちしております。 

・12月 3日（水）：3年生、6年生 

・12 月 4日（木）：2年生、4年生 

・12 月 5日（金）：1年生、5年生 


